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巻　頭　言
過去を未来へとつなぐこと
しなやかエンジニア教育プログラム
大学編入学等進学・就職内定状況
卒業・専攻科修了おめでとう！

オンラインによる高専祭の開催について
クラブ・同好会紹介（少林寺拳法・茶道）
学生会から「新役員紹介」
学生表彰（優秀賞・皆勤賞・特別賞など）
近畿地区高専英語プレゼンテーション
コンテスト参加報告など
カウンセラー・ソーシャルワーカーだより

☆全国高専ラグビーフットボール大会 
　3連覇！

☆卒業記念品の寄贈

☆行事予定（4月～9月）
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電子制御工学科5年　中 川  恭 佑
　高専に入学前から不安だったのは高専という環境が自
分に合っているのか、ということでした。しかし振り返る
とあっという間で、それは高専生活に実りがあり、充実し
ていたからだと思います。
　そんな5年間を振り返って一番はなんといっても実験
レポート祭り。後輩も苦戦しているところかと思います
が、実際にその原理を目の当たりにし、自分なりに考察
や課題を見出すというのは大事な経験で、同世代と比べ
て自信を持てるところだと思います。

　また一緒に戦ったクラスメイトにも感謝です。私のクラ
スは積極的に意見を述べる場面が少なく、よく先生方に
は「静かすぎる」と心配されていましたが、決して仲が悪
いわけではなく、課題解決の実験ではやっぱり高専生、
ロボット製作について、時には意見がぶつかりながらも
それぞれのチームが団結していました。高専祭の学科展
でも遅くまで展示物を製作、調整を繰り返し、科展チャン
ピオンになれたのは良い思い出です。
　最終学年になると卒業研究という個人作業が増え、今
年は新型コロナウイルスの影響で友達と顔を合わせる時
間が希少となりました。15歳で出会ってからクラス替え
もなく、そんなクラスメイトの存在は大きく、当たり前の
ものになっていたのだと実感しました。
　これからも高専で経験したことに自信をもって、いろい
ろな課題を解決していきたいと思います。

ラスト体育

4年生
最後の水泳

電子制御工学科5年学級担任　矢 野  順 彦
　ご卒業おめでとうございます。私が前回の5年担任をした
のは11年前で、当時はリーマンショック直後でした。今回も新
型コロナ感染症の影響で、大きく社会が変わり始める時期と
重なってしまいました。皆さんは大変な時期に高専を卒業し
て、これから新しい環境に身をおいて生活を行うことになりま
す。社会状況は今後とも変化が激しくなっていくと思われま
す。高専で培ってきた専門の基礎学力や忍耐力だけでなく、
創造力を発揮してこの激しい変化を乗り越えてください。皆
さんなら、きっと乗り越えることができると期待しています。

情報工学科5年　松 本  裕 暉
　1年生の時、担任の上野先生からHRで「みんな直接話そ
うよ」と言われた僕たちは入学当初、休み時間はスマホ片手
にクラスLINEで会話をするようなメンバーでした。そんな
個性の強いメンバーと授業や高専のイベントを通じて仲良
くなり、3・4年生の高専祭ではみんなの個性を活かした、タ
ピオカカフェや学科展示ができました。

　5年生になると、みんな各々の研究室に配属され、研究室
内のメンバーとしか関わらなくなるのかなと思っていまし
た。しかし、毎日どこかの研究室に集まってボードゲームや、
各研究室の話をして盛り上がっていました。
　そんな5年間から僕が得た最も大切だと思ったことは、目
標に向かって本気で何かに取り組むことです。何かを達成し
ようと行動すると、壁にぶつかります。その壁を乗り越える
には諦めずに自分と向き合い続ける必要があります。自分
と向き合い続けることはすごく辛いことではありますが、自
分が最も大切にしていることが何なのかを見つけるいい訓
練にもなります。僕はこの経験があったからこそ、自分が本
当にしたいことを見つけ、仕事にすることができました。
　最後になりましたが、僕たちのことを温かく見守ってくだ
さった先生方、本当にありがとうございました。

3年生
社会工場見学

4年生
社会工場見学

情報工学科5年学級担任　山 口  賢 一
　皆さん卒業おめでとうございます。遠隔授業をはじめ、例
年とは全く異なる学校生活を強いられたかと思いますが、卒
業の日を迎えることができました。これも、皆さんの自制と
協力のおかげだと感謝しています。
　入学時点で思い描いていた学生生活を過ごすことはでき
たでしょうか？「色々あったけど楽しかった」と振り返ってくれ
てるんじゃないかと勝手に思っています。
　コロナ禍という非常に難しい状況の中で、卒業に向けて努
力し、自分の希望する進路を勝ち取れた経験は何事にも代え
がたいものだと思います。今後益々の活躍を期待しています。

卒業おめでとう！卒業おめでとう！
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システム創成工学専攻　
機械制御システムコース2年　木 田  圭 祐

　専攻科に進む目的は人それぞれですが、「社会人として足りな
いもの」を身に付けようとした自分は相当の変わり者だと自負し
ています。こんな私も、数えきれない方々に背中を押され、引っ
張っていただいて何とか修了することができました。頭が下がる
思いです。
　時勢もあり、学生として未だ冷めやらぬ想いを抱えている方も
多いと思います。私も含めた修了生全員が、その熱を前に進む原
動力に変えご活躍されることを祈念しています。

物質化学工学科5年　山 中　心
　将来は科学に関係する学校に入学したいと思っており、高
専に入学を決めたとき、中学3年時の担任の先生に「高専は変
な学校だ」と言われたことを覚えています。そして入学し、大
学レベルの専門の授業、広い定期テスト範囲、週1回書かなけ
ればならなかった学生実験のレポートと特殊な環境に大いに
苦しめられました。
　しかし、苦しいだけでなかったのが高専生活でした。入学当時
不安で緊張していた僕でしたが、スポーツ大会や工場見学など
を通して徐々にクラスメイトと打ち解けていきました。そんな仲
間たちと勉強を教えあって定期テストやレポートを乗り越え、担
任の先生方と化学科の先生方の力添えのおかげで就職の内定
をもらうこともできました。また、高専で出会った方たちは良い

意味で癖の強い方が多く、飽きさせることなく僕の高専生活を
彩ってくれました。
　もし高専に入学しようと考えている人がいたとして、どんな学
校かと聞かれたら僕はきっと、「変な学校だ」と答えると思います。
　そんな学校で出会ったクラスメイト、いつも楽しませてもら
った部活動の先輩・後輩、どんなときにも手を差し伸べてくだ
さった担任の先生方と化学科の先生方のおかげで、僕の5年
間の学生生活は決して忘れることのない思い出となりました。
本当にありがとうございました！

クリスマス会

3C時代謎の集合写真

物質化学工学科5年学級担任　宇 田  亮 子
　この一年は、コロナ禍を避けては通れませんでした。多分、
皆さんの人生でも大きな出来事となり、後 「々2020年度ってど
うしていた？」と話題になるぐらいのインパクトだと思います。
ロックダウンのあった海外の動物園で、維持出来ない動物達の
最期をどのように迎えるかの計画がなされたと聞いた時、私は
「こりゃ戦争レベルだ」と感じました。戦時下の日本の動物園で
ゾウが死んでしまう話、ありましたよね。
　皆さんも、突然の遠隔授業やオンライン面接、受験延期など
に直面しました。さあどうする？新しいPC買う？貯金は足りる
か？それに使っちゃうのか？など頭を悩ませ、自分の優先順位っ
てなんだろうと、考える機会が多かったと思います。ピンチに
直面した時、最終的に向き合わなきゃいけないのは、自分の想
いや考えです。皆さんなら、自分との対峙に怯まない人になる
と信じています。エールを送ります。

システム創成工学専攻
電気電子システムコース

　小学校よりも長い7年間の高専生活が終わろうとしています。「理
科が好き」というきっかけで高専へ入学しましたが、学年があがるに
つれ実社会を支える“工学”に魅了されました。特に、各分野に精通し
た先生方のお話にわくわくしたのが印象的です。専攻科では研究活
動を通して、ものごとに対する考え方や人との関り方を学び、自らの
視野を拡げることができました。
　最後に、長い高専生活でいつも笑わせくれたユーモアあふれる同
級生、温かくご指導くださった先生方、支えてくれた家族に感謝して
います。ありがとうございました。

馬 野  叶 悟 物質創成工学専攻2年　

　4年生までは実験レポートやテストに苦しめられましたが同級
生と切羽琢磨しながら進級、5年生からの3年間は研究について
考えながら日々を送っていると、あっという間に高専生活も終わ
りを迎えました。本科5年、専攻科2年の合計7年間ということで
人生の三分の一を奈良の地で過ごしましたが、今となっては良い
思い出です。ここで得た経験や繋がりを卒業後の生活に活かせる
ように頑張っていきます。長きにわたりご指導くださった先生方、
ありがとうございました。

　奈良高専での研究は、時には忙しく大変でしたが、先生方のご指
導のもと完結することができました。また、講義や研究でプレゼンを
する機会が多く、コンテストでは高専生の資料作成や発表のスキル
が大学生と比べても高いことを実感しました。GECEPでは英語学習
に励み、シンガポールへの短期インターンはグローバル社会に興味
を持つ良いきっかけになりました。大学院でも奈良高専での経験を
活かし、躍進していきたいです。

福 本  大 介

専攻科 修了おめでとう！専攻科 修了おめでとう！

紀 ノ 岡　健

専攻科長　中 村  秀 美
　皆さん、専攻科修了おめでとうございます。今年度はコロナ禍の
中、思うような学校生活、研究活動ができなかったと思います。しか
し、このような状況だからこそ変化に柔軟に対応できる力が必要で
す。皆さんは奈良高専での教育を通して実践的技術者・研究者とし

システム創成工学専攻
情報システムコース2年

ての基礎を十分学んできました。これから先はさらに高度な知見を
吸収するとともに、知性と教養をもっと磨き、変化に柔軟に対応で
きる力を身に付け、自分自身を成長させることが必要です。これか
らが本当の意味での自学自習の新たなスタートです。皆さんの頑
張りに期待しています。



オンラインによる高専祭の開催について
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情報工学科4年　志 賀  亮 佑

機械工学科1年　溝 上  そ ら
合掌
　こんにちは、少林寺拳法部です。
少林寺拳法は香川県発祥の護身術です。突きや蹴りなどの打撃
を用いる剛法、相手に掴まれた際に倒したり投げたりして対処
する柔法、人体の急所を使って身体を整える整法で構成されて
います。てこの原理を使ったり、急所を効果的に責めたりするこ
とで、自分よりも力の強い相手に対してでも自分の身を守れる
ようになります。
　私たちは基本的に週に2回、水曜日と土曜日活動しています。
その人に合った柔軟な対応ができるところがこの部活の魅力
で、兼部をしている人、週1回だけ通っている人など様々です。
初心者が多く、アットホームな雰囲気で楽しく練習を行っていま
す。興味がある方はぜひ見学に来てみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結手

少 林 寺 拳 法 部

　私たち茶道部は、毎週月曜日の放課後に裏千家の茶道教授
の方と活動をしています。毎年夏には卒業生を招待して「清風
茶会」を、秋の高専祭では一般の方も多く来られる「紅葉茶会」
を行っています。これを奈良県大芸術祭の作品として出展し
ています。
　1年生はお茶の飲み方や運び方などの基礎を学び、2年生
からは季節に合わせた本格的な点前を練習しています。様々
な点前や作法を学ぶうちに礼儀作法が身につき自分のために
なるほか、普段の授業では触れることのできない日本の伝統
文化に触れることができます。毎週お抹茶と美味しいお菓子
を楽しみながら、仲良く和気あいあいと活動しています！

茶 道 部

クラブ・同好会紹介
vol.23vol.23

クラブ・同好会紹介クラブ・同好会紹介

体育部 文化部
アーチェリー
合気道
弓　道
剣　道
硬式テニス
硬式野球
サッカー
柔　道
少林寺拳法
水　泳

ソフトテニス
卓　球
バスケットボール
バドミントン
ハンドボール
バレーボール
ラグビーフットボール
陸上競技

からくり
機械研究会
軽音楽
茶　道
システム開発研究会
将　棋
情報処理研究会
吹奏楽
美　術
放　送

同好会
化学同好会
合唱同好会
クイズ研究会
現代視覚文化研究会
手芸同好会
生協学生同好会
数学同好会
電気技術研究会

物質化学工学科3年　尼 﨑  千 裕

　本年度、本校では新型コロナウィルス感染症拡大の影響を
鑑み、オンライン上で高専祭を開催いたしました。テーマは
『高専CUBE～色とりどりに染め上げよう～』。学生それぞれの
個性を活かして、様々な色を見せる高専祭を作ろうという思い
が込められています。
　当日はウェブ上で各学科や部活が作成した展示の掲載、ま
たYouTube上で軽音楽部によるライブや高専祭のメイキン
グ映像などの企画動画を生配信しました。
　準備期間には感染症対策に万全の注意を払いながら、活動
の紹介や製作した作品の展示など、各団体の個性を活かして
素晴らしい展示を作成してくださいました。それ以外にも当日
の配信やその他収録に協力してくださった放送部、ウェブサイ
トの作成を担当していた
だいた情報処理研究会、
そして高専祭実行委員な
ど数々の学生、また教職
員の皆様の多大なるご協
力のおかげで無事に高専
祭を開催することが出来
ました。

　一週間展示を掲載したウェブサイトは計3000人以上、当日
限定のライブ配信は300人余りの方々に閲覧して頂きました。
今年度は今までと比べて私たちの生活が大きく変わりました。
しかしそのような状況になったからこそ、オンラインという新し
い形での高専祭が開催できたと思います。毎年模擬店を出し
ていた部活が今年はそれぞれの特色を生かした出展を行って
いるなど、例年では見られなかった光景も生まれました。また
今までは学校の中だけで行われていた高専祭をオンラインに
したことで、今まで遠方にお住まいで高専祭に来たことがない
など、高専祭をあまり知らなかったという方々にも高専祭を
知っていただく機会になったので
はと思います。このような時期だか
らこそ得られた物も確かにあるの
だと、今回の高専祭を通して感じる
ことができました。
　今までの社会を取り戻す、では
なく、新たな社会を作り出す。本高
専祭がそのような視点の一助にな
れば幸いです。
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佐 藤  優 輔（機械工学科3年）会　長

機械工学科5年

電気工学科5年

電子制御工学科5年 新谷　大輝　全国高等専門学校将棋大会　第23･24･25回 出場
宮原　康輔　アイデア対決･全国高等専門学校ロボットコンテスト　2016・2019 ロボコン大賞、2017 技術賞

情報工学科5年 竹尾　匡貴　全国高等専門学校体育大会 水泳競技　第52･53･54回 出場
村本幸次郎　全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　第47回 準優勝、第48回 第3位、第49･50･51回 優勝
小川万里奈　全国高等専門学校体育大会 陸上競技　第50･51･52回 出場

特別賞イ（17名）

機械工学科5年
電気工学科5年
電子制御工学科5年
情報工学科5年
物質化学工学科5年

大林　彩乃、眞方　大凱
上垣　柊季、増本　千裕
愛洲　達也、中川　龍生
上野　達也、太田　永遠
福田　凌大、森田　槙平

機械工学科5年
電気工学科5年
電子制御工学科5年
情報工学科5年
物質化学工学科5年

寺下　宗孝、坊村　　竜、眞方　大凱
永澤慎太郎、吉村　勇人、米田　琢人
飯田佳那絵、竹村　　琳、中川　龍生、松本　暖樹
尾山　心一、柴田　海翔、西田　真優、毛利　想一
安藤　うた、岩田　　和、岩谷　柊二、髙岸　佑紀、田中　駿平、出井将太郎、渡邉　　樹

優秀賞（10名） 皆勤賞（21名）

英語学習優秀賞（4名）
吉田　彩人
山本　拓実
森田　槙平

吉田　龍生

情報工学科1年
電子制御工学科5年
物質化学工学科5年
システム創成工学専攻電気電子システムコース1年

英語学習奨励賞（16名）

特別賞ロ（30名）

システム創成工学専攻機械制御システムコース2年  宮奥　晃希、木俣　雄太
システム創成工学専攻電気電子システムコース2年  馬野　叶悟
システム創成工学専攻情報システムコース2年  杉野森拓馬
物質創成工学専攻2年  森下華寿美

専攻科研究優秀賞（4名）

第41回全国高等専門学校通信弓道大会女子個人戦・団体戦　優勝（1名）
物質化学工学科2年  山田　怜奈
第41回全国高等専門学校通信弓道大会女子団体戦　優勝（2名）
電子制御工学科4年  岡本　真歩
電気工学科2年  福王　彩音
第51回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　優勝（23名）
機械工学科5年  板垣　壮流、黒川　　祥
電気工学科5年  小泉　太護、向井　康浩
情報工学科5年  村本幸次郎
機械工学科4年  勝眞　大空
電気工学科4年  大床　星滋、西薗　直輝、藤田　昌希
電子制御工学科4年  志冨田大葵
物質化学工学科4年  甲元　蓮羽、島津　雄斗、藤田　勝也
機械工学科3年  市原　　爽、大串　　蓮
電気工学科3年  川東　拓真
電気工学科2年  甲元　陸羽
電子制御工学科2年  淺草　颯矢
機械工学科1年  江口　　開、喜多　拳世、野田　和成
電子制御工学科1年  中村　大陽
物質化学工学科1年  山本　莉久

特別賞ハ（2名）

KOSENセキュリティコンテスト2020　優勝（4名）
情報工学科4年  比嘉　隆貴
システム創成工学専攻情報システムコース2年  森田　悟大
システム創成工学専攻情報システムコース2年  北村　圭輝
システム創成工学専攻情報システムコース2年  永富　雄貴

特別賞ニ（2名）
令和2年12月11日　人命救助（1名）
電子制御工学科4年  平岡　大樹
令和2年12月10日　人命救助（1名）
システム創成工学専攻機械制御システムコース1年　辻　知樹

日本設計工学会 2021年設計工学会会誌 表紙デザインコンテスト　最優秀賞（1名）
システム創成工学専攻機械制御システムコース1年  森川　建太
日本設計工学会 2021年設計工学会会誌 表紙デザインコンテスト　優秀賞（1名）
機械工学科5年　大島　菜摘

本校学生の英語力向上を図るた
め、TOEICスコアの優秀者と英
語検定合格者を表彰する制度で
す。令和2年度は計20名の学生
が、次の基準によって表彰を受
けました。
英語学習優秀賞…本科生・専攻
科生のうちTOEICスコア735点
以上または英検準1級以上に合
格した者
英語学習奨励賞…本科生・専攻
科生のうちTOEICスコア605点
以上または英検2級に合格した者

優秀賞……在学5年間において、学業成績が優秀で、人物が優れている者に贈られます。
皆勤賞……在学期間中、欠席、欠課がなかった学生に与えられます。ただし、同一科目における遅刻、早退は3回で欠課1時間とみなされます。
特別賞イ…在学期間中、全国高専大会に3回以上出場した者並びに課外活動等において特別な功績があった者に贈られます。
特別賞ロ…全国大会又はこれに準ずる大会において、優勝又は準優勝した個人又は団体に贈られます。
特別賞ハ…ロに準ずる催し物において、それらと同等と認められる成績を挙げた個人又は団体に贈られます。
特別賞ニ…学校内外において特別な善行、学生の模範として推奨できる行為又は功労等のあった個人又は団体に贈られます。
専攻科研究優秀賞…専攻科在学期間中、論文等の特に優れた学術研究活動が認められた者に贈られます。

学生会から「新役員紹介」

英語学習表彰制度

　昨年度の副会長に続き、会長を務めさせていただきま
す、佐藤優輔です。昨今の影響により、例年とは違った
対応が学生会にも問われる中、精一杯の活動を行ってい
きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

阪 本  靖 大（電子制御工学科2年）副会長
　この度、副会長に任命されました、2年電子制御工学科
の阪本靖大です。副会長としての責任と自覚を持ち、責務
を全うしていきたいです。よろしくお願いします。

菊 田  一 真（情報工学科4年）副会長
　一昨年度の副会長、昨年度の会長に続き、副会長を務
めさせていただきます、情報工学科4年の菊田一真です。
会長を始めとした後輩たちの補佐に努めてまいります。

田 中  陽一朗（情報工学科2年）書　記
　去年に引き続いて書記に就任させていただきました、
2年情報工学科の田中陽一朗です。書記の仕事をしっか
りと引き継ぎ、次代へとつなげていけるよう頑張ります。

竹 田  岳 人（情報工学科2年）書　記
　この度、書記に任命されました、2年情報工学科の竹田
岳人です。自分に与えられた職務を全うし，書記に選ばれ
たということに対して応えられるように頑張りたいです。

杉 山　咲（情報工学科2年）会　計
　昨年度に引き続き、会計に就任いたしました、杉山で
す。例年とは異なる状況下ではありますが、経験を活か
し、責務を全うする所存です。よろしくお願いします。

池 口  聖 直（電気工学科2年）会　計
　この度会計に就任しました、池口です。初の会計です
が、学生会を支えられるように頑張っていきたいと思って
います。よろしくお願いいたします。

令和2年度学生表彰者

令和2年度 
英語学習表彰者

情報工学科2年  岸本千波矢
情報工学科2年  杉山　　咲
情報工学科3年  島　　千晴
電気工学科4年  樹下倭奈乃
物質化学工学科4年  古賀　健太
物質化学工学科4年  能城　地洋
物質化学工学科4年  本條　悟史
機械工学科5年  坂元　秀平
機械工学科5年  寺下　宗孝
電気工学科5年  江口　輝生
物質化学工学科5年  勝本　照平
物質化学工学科5年  西口　直輝
物質化学工学科5年  福田　凌大
システム創成工学専攻電気電子システムコース1年
　　　　　　　 若林　　駿
システム創成工学専攻電気電子システムコース2年 
　　　　　　　 馬野　叶悟
物質創成工学専攻2年  小出　ゆり

玉井　優策　全国高等専門学校体育大会 水泳競技　第52･53･54回 出場
眞方　大凱　全国高等専門学校体育大会 水泳競技　第51･52･53･54回 出場
板垣　壮流　全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　第47回 準優勝、第48回 第3位、第49･50･51回 優勝
黒川　　祥　全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　第47回 準優勝、第48回 第3位、第49･50･51回 優勝
吉村　勇人　全国高等専門学校弓道大会　第4回 準優勝・射道優秀賞、第5回 第3位・射道優秀賞、第6回 出場
米田　琢人　全国高等専門学校弓道大会　第4回 準優勝・射道優秀賞、第5回 第3位、第6回 出場
南　麟太朗　全国高等専門学校体育大会 水泳競技　第51･52･53･54回 出場
小泉　太護　全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　第47回 準優勝、第48回 第3位、第49･50･51回 優勝
向井　康浩　全国高等専門学校ラグビーフットボール大会　第47回 準優勝、第48回 第3位、第49･50･51回 優勝
吉田　永遠　学生会活動　功労(会長1期、副会長1期) 

物質化学工学科5年 柴田　紘希　全国高等専門学校将棋大会　第24回 優勝、第25回 第3位、第23・26回 出場
中辻　賢人　全国高等専門学校体育大会 水泳競技　第52･53･54回 出場
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近畿地区高専英語プレゼンテーションコンテスト参加報告

　2020年９月上旬に、近畿地区高専英語プレコンの出場者公募
があり、3年生のプスパデウィ、１年生の吉田彩人が選抜されまし
た。二人とも英語プレゼンテーションが初めてであったため、練習
始めから11月の大会日までずっと緊張の中で練習を重ねました。
プスパデウィは、現代社会で誰もが使うインターネットの裏表につ
いての考えを流暢に語ることができました。匿名で存在すること
ができる世界なので、目に見える社会より残酷な人が多く、表の
仲間が裏で敵になる現象の深刻性について熱い思いを述べまし
た。吉田彩人は、BLM（Black Lives Matter）など多様性を認め
合おうという風潮が強まりつつあるグローバル社会で、実際に起
きている社会問題を取り上げました。ヨーロッパの国々で「多様
性」という正義のもと、暴徒化している社会問題について語りまし
た。審査委員による質疑応答は一人５分ほどで、生の英語質問に
沿って答えることはハードルが高いと思いましたが、とても良い経
験となりました。

物質化学工学科3年　プスパデウィ
情報工学科1年　吉 田  彩 人

一般教科　朴　槿 英
　2020年11月14日に、第14回近畿地区高専英語プレゼンテー
ションコンテストがオンラインで開催されました。本校からは物質
化学工学科3年プスパデウィさんと情報工学科1年吉田彩人君が出
場しました。プスパデウィさんはInternet: Utopia and Dysto-
pia (インターネット：理想郷と暗黒郷)というタイトルの下、利便性
と危険性が共存する裏表のあるインターネット世界の本質を流暢
な英語でプレゼンしました。サイバーブリングの深刻性が客観的に
説明され、Internet Society Defender Award (ネット社会擁護
者賞)を受賞しました。吉田彩人さんはDiversity: Should It Usu-
ally Be Taken as Absolutely Justice? (多様性：それは通常、
絶対的な正義と見なされるべきか？)というタイトルで、多くの難民
や移民者を受け入れた国々で、暴力や暴動が起きている社会現象
に対する危機感を経験に基づいて論理的に語り、International-
ly-minded Award (国際人賞）の受賞を果たしました。優秀な二
人の指導に関ったことを誇りに思い、これから益々、グローバル人
材としての知見を深めていきますよう願っております。

グローバル教育センターから

機械工学科２年　上林　優生
情報工学科２年　（AYF学生リーダー）　岸本千波矢

情報工学科２年　後藤　月望
情報工学科２年　杉山　　咲

物質化学工学科２年　畑　　真央
　インドネシアSMA AI-Azhar Mandiri Palu校の主管で、
2020年8月から11月に亘り、アジアンユースフォーラム(AYF) 
2020がオンラインで開かれました。日本、インドネシア、韓国、台
湾、ベトナムから選抜された学生代表40名がウェビナーに参加し、
オンライン国際交流活動を通じて、友情を深めることができまし
た。今年のテーマは「COVID-19が各国に与えた影響」と、「持続
可能な未来社会のために何をすべきか」でした。オープニングセレ
モニーとアイスブレーキング、それから約3ヵ月間のグループ・
ディスカッション期間を設けて、学校紹介、文化プレゼンテーショ
ン、多国籍グループ・プレゼンテーションを行いました。英語が堪

能な学生達と供に
ディスカッションす
ることは難しかっ
たですが、英語コ
ミュニケーション
学習の必要性を肌
で感じることがで
きました。後輩達
にもAYF参加をぜ
ひお勧めしたいで
す。

アジアンユースフォーラム2020（ウェビナー）参加報告

～ネット社会擁護者賞＆国際人賞受賞～

GECEP担当教員　朴　　槿英
　奈良高専では、グローバルエンジニアの育成を目指し、国際文
化交流事業、実践的英語コミュニケーション教育の充実、海外派
遣・受入を中心とするグローバル工学協働教育プログラムを実施
しています。今年度はパンデミックの中で多くの活動に制約が掛
かりましたが、シンガポールのナンヤン・ポリテクニク、リパブリッ
ク・ポリテクニク、香港専業教育学院、台湾のAYFメンバー校との
オンライン国際交流を積極的に実施しました。そして、アドバンス
トグローバルコミュニケーション、グローバルエンジニアスキル、
グローバルチャレンジなどのGECEP科目をオールイングリッシュ
で実施し、英語コミュニケーションスキルを磨くことができました。
さらに、東北大学大学院のプシュパラール・ディニル先生、奈良県
知事公室国際課の国際交流員クランシー・ケイティー先生による
特別講演会も大好評で、異文化に対する幅広い知見を深める貴重
な機会となりました。

グローバル工学協働教育プログラム（GECEP）について



カ ウ ン セ ラ ー だ よ り

コロナ禍の
ストレスとつきあう

　昨年度から生活の様々な面で新型コロナウイルスの
影響を受けることが続いていますね。このことを受け
て、心身は、常にストレスがかかった状態を強いられて
います。
　ストレスがかかった状態が続くと、身体には体調を崩
しやすくなる、眠りが浅くなるなどの様子が出てくること
があります。心には、なんとなく不安が高まる、イライラ
しやすくなるなどの様子が見られることがあります。ま
た、日々の活動では、ぼーっとしてしまうことが増える、
物事に興味が持てなくなるなどの様子が現れることが
あります。
　知っていただきたいことは、これらの通常とは違う様
子がストレスに向き合おうとする心身の正常な反応だと
いうことです。心身の様子の変化に受け入れがたいお
気持ちがされる方もおられるかもしれませんが、ご自身

カウンセラー
（臨床心理士）
弓 場  文 代

について否定的に考えてしまうことそのものもストレス
を高めますので、常と違う様子があるご自身を責めるこ
とは極力控えていただきたいと思います。
　ただし、ご自身を責めないようにすることがなかなか
難しいこともあります。心身にストレスがかかっている
状態では、ご自身を責めたり、否定する気持ちがよぎっ
たりすることがあっても不思議ではありません。そうし
た時は、ご自分を責めることや否定する感情を抑えた
り、変えようとしたりせずに、今はこういう気持ちになっ
ているんだな、とだけ思って過ごしてください。そうする
ことで、ご自分を責めることや否定する感情へ注目する
ことが少なくなり、気持ちを穏やかに保つことができま
す。本来、様々な感情の動きそのものには良いも悪い
もないとされています。様々な感情をどうにかしようと
するのではなく、そのまま流していただくというやり方
を取り入れていただければと思います。
　カウンセリングでは、ご自身のストレスや感情を整理
し、どう向き合うかを共に考えることも行います。新型コ
ロナウイルスと共に生活していく現在の状況にしんどさ
を感じられる場合は、カウンセリングの利用なども視野
に入れてみてください。

　みなさん、はじめまして。今年度５月より毎週月曜日に
相談を担当させていただいていますスクールソーシャ
ルワーカーの佐々木です。よろしくお願い致します。
　日々の生活で困っている事はありませんか？「課題が
進まない」「忘れ物をよくする」「一度にたくさんの事を
聞くとわからなくなる」などなど…。困っている事がある
時は、一度、一緒に考えてみませんか？「どこに困ってい
るのかな？」「どこか工夫できる所はないかな？」「何かお
手伝いできる所はないかな？」と一緒に考える事で、一
人で考えているとなかなか見つからなかった方法を見つ

けるヒントが見つかるかもしれません。すぐに見つから
なかったとしても、困っている事が整理できて、客観的
に見る事ができるようになると、自分の得意な所や苦手
な所が理解でき、得意な所で、苦手な所をカバーしてい
くという方法が見つけられると思います。
　困っている事を整理し、客観的に見て、工夫をする。
また、必要な支援がある時は支援を受けながら、今まで
より少し生活がしやすくなり、困り感が軽減され、できる
事が少し増える。そんな風に一緒に考えていけたらと
思っています。
　一緒に考えていく上で一番大切な事は、みなさんの
気持ちや考えている事を丁寧に聞かせていただく事で
す。考えている事や感じている事は一人一人違うので、
丁寧に聞かせていただく事で理解が深まり、みなさんに
とって、今、必要な事が見つけられると思います。
　まずは、みなさんのお話を聞かせてください。お待ち
しています。
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ソーシャルワーカーだより
一緒に考えて
みませんか？
ソーシャルワーカー
（社会福祉士・公認心理師）
佐々木  理 恵



CAMPUS
について

本校では、広報誌「ＣＡＭＰＵＳ」を１１月と３月の年2回発行し、在学生の保護者の方々へ送付しています。
また、「ＣＡＭＰＵＳ」は本校ホームページ（トップページ＞学生生活＞ＣＡＭＰＵＳ（広報誌））にも掲載しています。

卒業記念品の寄贈卒業記念品の寄贈
　令和2年度卒業生の皆さ
んから卒業記念品として「ワ
ンタッチクイックテント」を2
セット寄贈していただきまし
た。卒業生の皆さん、どうも
ありがとうございました。

　広報誌CAMPUSは年2回の発行ですが、2020年秋号はコロナ禍で多く
の学生活動が中止となったため掲載記事が少なく、やむなく休刊とさせて
いただきました。コロナ禍の経験として、遠隔授業でも知識を教授できる
ことがわかりましたし、グループワーク等のチーム学習も一部は実施でき
ました。高専祭のオンライン実施では、動画を使った新たな表現方法も生
まれました。しかしながら、対面で得られる表情や所作、友達との雑談等か
ら得られる刺激（情報量）は圧倒的です。この感染症が収束し、学校の役割
を十二分に果たせる環境が整うことを願います。

奈良高専広報センター

編集後記

◆ 4月  1日（木）　春季休業（4日（日）まで）
◆ 4月  5日（月）　入学式、入寮式、専攻科新入生オリエンテーション
◆ 4月  6日（火）　開寮・寮生集会、新入生オリエンテーション（学生部門）、
　　　　　　　　 専攻科春季学外研修（専1年）
◆ 4月  7日（水）　全校集会、健康診断、教科書購入、
　　　　　　　　 新入寮生歓迎会、専攻科2年ガイダンス、
　　　　　　　　 新入生オリエンテーション（教務・グローバル・しなやか）
◆ 4月  8日（木）　前期授業開始（本科・専攻科）
◆ 4月18日（日）　開校記念日
◆ 4月22日（木）　交通安全教室（2年）、春季リーダーズ研修会、学生会評議会
◆ 4月28日（水）　閉寮
◆ 4月30日（金）　開校記念日の振替休日
◆ 5月  5日（水）　開寮・寮生集会
◆ 5月  6日（木）　社会人教育セミナー（4年）
◆ 5月13日（木）　学生会総会
◆ 5月15日（土）　学寮スポーツ大会、学寮避難訓練
◆ 5月20日（木）　健康診断（歯科検診）、人権合同特活（2年）、
　　　　　　　　 専攻科入学試験（推薦）
◆ 5月27日（木）　春季スポーツ大会
◆ 5月30日（日）　編入学試験
◆ 6月  4日（金）　補講（本科）
◆ 6月  7日（月）　前期中間試験（本科：11日（金）まで）
◆ 6月11日（金）　安全対策講習会（熱中症）
◆ 6月12日（土）　専攻科入学試験（学力）
◆ 6月17日（木）　人権合同特活（1年）
◆ 6月26日（土）　近畿地区高専体育大会（硬式野球：27日㈰まで）、寮祭 
◆ 7月  1日（木）　卒業生と語る会（3年）
◆ 7月  3日（土）　近畿地区高専体育大会（バスケットボール・バレーボール・
　　　　　　　　 柔道・テニス：4日（日）まで、サッカー：5日（月）まで）
◆ 7月  5日（月）　公開授業（9日（金）まで）
◆ 7月10日（土）　近畿地区高専体育大会（陸上競技、ハンドボール・
　　　　　　　　 バドミントン：11日（日）まで）、寮生保護者懇談会（1年）
◆ 7月15日（木）　インターンシップ事前指導・特別講演会（4年・専攻科）
◆ 7月19日（月）　金曜振替授業
◆ 7月27日（火）　木曜振替授業
◆ 7月28日（水）　補講（本科）
◆ 7月29日（木）　前期末試験（本科：8月4日（水）まで）
◆ 8月  4日（水）　全校集会、専攻科前期授業終了
◆ 8月  5日（木）　補講・試験予備日（本科）、専攻科夏季休業（10月1日（水）まで）
◆ 8月  6日（金）　補講（本科）、閉寮
◆ 8月  7日（土）　本科夏季休業（9月26日㈰まで）
◆ 8月20日（金）　体験入学（24日（火）まで）
◆ 9月16日（木）　専攻科前期末成績確認期間（17日（金）まで）
◆ 9月26日（日）　開寮・寮生集会
◆ 9月27日（月）　前期授業再開（本科）、全校集会

行事予定（4月～9月）

　ラグビー部は、令和３年１月4日から開催された全国
高専大会で3年連続の優勝を掴むことが出来ました。
自粛期間で、一人ひとりが自分でトレーニングを行う
といった辛い日々を乗り越えた後、全体としての練習
が再開できたのは８月からでした。そこから少ない練
習試合や限られた練習を重ねて、1日1日の練習の密
度を高め、一人ひとりが出来ることを考えて最大限に
努力してきました。その結果、全国優勝、そして3連覇
という有終の美を飾れたことを本当に嬉しく思いま
す。全国大会中でも、怪我人が続出したり、警報発令
で日程が1日延びたりと厳しい状況が続きましたが、
限界以上の力を出してくれた部員全員の力を合わせ
て優勝できました。やりきってくれた部員達には感謝
してもしきれないほどです。
　そして、5年生が引退して、新チームがスタートして
います。次の１年間も苦しい状況になるでしょうが、そ
の逆境を乗り越え、4連覇に向けて日々練習に励み、
新たに奈良高専の歴史を創ってくれることに期待して
います。
　今年度はコロナ禍のため、新型コロナウイルス感染
症対策をとることで、競技開催にご尽力いただいた関
係者の皆様、本当にありがとうございました。
　ラグビーができるこの環境を当たり前と思わず、ま
た顧問の先生方や家族を始めとする周りの方々のご
理解とご支援に常に感謝して、これからの練習にも励
んでいきたいと思います。今後も応援のほどよろしく
お願い致します。

電気工学科５年 小 泉  太 護

全国高専ラグビーフットボール大会
３連覇！




